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子ども達と団粒構造の土 
	
 有機野菜作りでは、有機資材を畑に投入し、微生物の力を活用して、団

粒構造の土を育てることが大切です。団粒構造の土は、柔らかく、保水力、

保肥力が強く野菜を育てる条件が整っています。一方、単粒構造の土は、

堅く、水も肥料も浸透しにくく、根もしっかりと張れません。人間も同じ

ように、団体活動を通して大勢の人と交流することにより刺激を受け知識

も豊かになります。一方、単体行動の人は、他人から受ける情報も刺激も

なく孤独になりがちです。 

	
 最近、畑ボランティアとして霞ヶ関西小学校での野菜作りを手伝ったり、

中央公民館と北公民館の共同事業であるわくわくキッズファームの野菜

作りを指導したりする機会がありました。また、全国一斉川の生きもの調

査では、子ども達と接触する時間があり、かれらの感性の素晴らしさに感

動しています。 

	
 わくわくキッズファームは、市内にある数ヵ所の小学校の子ども達の集

まりです。初日から、まるで旧知の如く何のわだかまりもなく仲良くグル

ープ活動を始めました。畑の看板作りもグループ毎に独創的な発想で仲良

く共同作業で作り上げ、学校を離れた活動の素晴らしさを実感している次

第です。 

	
 一方、大人の社会では、隣は何をする人ぞといった無関心さがあり、孤

独死や 100歳以上の行方不明者が話題になっています。また、こどもの虐

待などご近所の底力も薄れ、さびしい社会になっています。 

	
 私としては、せめて「単粒構造の土」でなく、「団粒構造の土」を目指

して行きたいと思います。それにはいろいろな社会活動を通して力を合わ

せて社会貢献することにより、満足して幸せな人生であった、有難うと言

ってこの世を去ることができるようになりたいものだと思っています。 

	
  
 霞ヶ関西小学校じゃがいも堀り 全国一斉川の生き物調査 

かわごえ環境ネット理事	
 社会環境部会代表	
 原嶋昇治 
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川口啓介さん 個人会員訪問 地域環境活動を聴く（29）
	
 個人会員訪問で「地域環境活動を聴く」のは、

本人をある程度知っていないと受けてもらえな

い面があります。今回の訪問で個人環境活動を

聴く方に会員名簿から何人かの候補を決め、順

次電話にてお伺いの日時を打ち合わせています。 

	
 会員名簿には、個人会員として川口啓介さん

の名前がありました。予備知識としては 5月に

行われたかわごえ環境ネット総会後の懇親会で、

遠くから自己紹介をお聴きして、何時かお話を

伺いたいと思った方でした。上位当選の川越市

市議会議員で最年少とも知りました。訪問会場

は、古谷公民館の会議室。土曜日の午前 9時は、

まだ閑散とした公民館でしたが、定刻前なのに

お待ち戴いた出会いとなってしまいました。改

めての挨拶で感じたのは、さわやか青年・・・

の印象でした。 

 
（左）さわやか青年議員の好感で環境活動を聴きました 

（右）「川口けいすけのグリーンズ川越」 

	
 広い会議室にテーブル二つ並べての気軽な取

材。最初にお聴きしたのが、「川越でのお住まい

はいつごろからですか」でした。「小学校 2年生

からで、生まれは、蕨市。親の異動で草加市、

川越市と住まいが替わりました。」「今の住まい

は、入間川にかかる日本最長の上江橋の傍にあ

る、川越グリーンパーク。」若い印象でしたので

独身ですかとお聴きすると「4 年前に結婚しま

した。年齢は 30代半ばです。」地域環境活動は、

どのようになさっていますか。と聴き始めまし

た。「個人的な活動は、ごみゼロ清掃日の参加、

川越まつりでのゴミ清掃活動への参加等です。」

「この地域には、水辺の自然が残された古谷湿

地があり、保存と環境学習に使えるようにした

い。」お聴きする途中から、「私の地域情報誌で

す。」とグリーンの A3用紙二つ折りの「川口け

いすけのグリーンズ川越」を何枚か机に出され

ました。市会議員としての活動情報誌。「私の地

域環境活動はこんな内容です。」地域の環境を川

越市全体に広げての様々な視点で分かりやすく、

情報を噛み砕いた記事が沢山出ている。議員と

しての議会質問と行政の答弁が書かれ、古谷地

区の市民に身近な情報を提供している。「この議

会質問の川越まつりで出る 27 トンのごみ対策

については、川越まつりでのごみ清掃体験から

出た議会質問です。」体験を通じた視点の質問は、

頷ける情報記事でした。「川越市最大のイベント

川越まつりで、ごみ清掃活動は、ボランティア

との協働体制の構築を急ぐことが望まれます。」

「また、この児童遊園の除草剤使用について、

安易な除草剤散布は、4 年以内に中止したいと

市長からの議会答弁が出ました。」この件につい

ては、聴き役の私が大きく頷き、私の体験を話

してしまいました。除草剤散布を止めてもらっ

た公園の夏は、蝉の抜け殻が沢山あり、8 月末

になると蝉しぐれの公園になります。児童が蝉

取り網を持ち駆けずり回っている姿が見られま

す。「古谷東小学校の跡地活用には、大きな関心

を持ち地域コミュニティ拠点、環境学習拠点へ

の活用等を推進していきたい。」そして、この地

域情報誌には、「シリーズ環境問題」として、世

界と日本の環境問題を取り上げて解説もされて

いる。「無所属議員ですが、緑の未来についての

活動団体、オーストラリアで産声をあげ、ヨー

ロッパ各地で「緑の党」が出来、世界中に広が

り平和と環境政策に世界をリードしています。」

「日本にはまだ結成されていませんが、多くの

地方議員が賛同しており、代表がグローバルグ

リーンズ世界大会に参加しました。日本では、

「みどりの未来」の名前で活動をしています。」

環境ネット個人会員ですが、身近なごみ問題か

ら地球の環境問題まで広い見識を持って、みど

りの議員活動を行っていると感心の膨らみが出

て来た訪問になりました。 

（2010年 8月取材	
 理事・広報委員：金子晃） 



月刊 かわごえ環境ネット	
 2010年 9月号	
 No.047 

- 3 - 

かわごえ環境ネットの活動報告

「（仮称）川越市森林公園」計画地	
 「虫の観察会」報告 自然環境部会

日時：2010年 8月 1日（日）9:30～12:30 

場所：南文化会館（ジョイフル）、「（仮称）川越

市森林公園」計画地 

参加者：32名 

講師：大塚豊「日本野鳥の会東京」副代表、 

谷津弘子「武蔵丘陵森林公園の自然を考える会」

代表、角谷直樹	
 同上会員 

	
 梅雨明けから猛暑が続き、この日も 35℃近く

まで気温が上がりました。昨年は雨にたたられ

虫たちも隠れてしまっていましたが、今年は“虫

びより”で多くの種類が観察できました。事前

申し込みされた方すべてが参加し、家族連れが

多くチビッコたちが活躍する観察会になりまし

た。 

	
 雑木林に入ると、まず目に入るのがセミの抜

け殻です。この地方のセミはやっと出揃い、抜

け殻や蝉時雨で 5種類が確認できました。講師

によると、今年は梅雨が長引き、セミやバッタ

など成長が遅れ気味とのことです。大塚さんが

セミの抜け殻の見分け方を説明してくれました

が、ミンミンゼミとアブラゼミが触覚を詳しく

見ないとわからないので難しいそうです。 

	
 子どもたちに人気のカブトムシやクワガタは

かなり減ってきています。樹液の出る木が少な

く、カラスがよく捕食していることも一因でし

ょう。冬の落ち葉溜めにはカブトの幼虫が見つ

かりますので、いないわけではありません。他

の甲虫類ではウスバカミキリが大きく立派で

「オオーッ！」と声があがりました。 

	
 チョウの仲間も何種類か出会いましたが、最

近目にするようになったのが「アカボシゴマダ

ラ」です。これは「要注意外来生物」に指定さ

れていて、DNA鑑定によるとどうやら中国由来

らしいのです。奄美大島にも生息していますが

これとはちがうタイプということです。つまり、

温暖化で北上してきたのではなくマニアが放蝶

したのではないか、と推測されています。この

雑木林でも今回、成虫だけでなく幼虫も見られ

ましたので繁殖していることになります。エノ

キを食草とする在来のゴマダラチョウと競合す

ることになり、こちらの生息が危惧されます。 

（賀登環）

 
トゲアリのコロニー 

 
セミの抜け殻の見分け方は 

 
ショウリョウバッタですね

 
ウスバカミキリ 

 
樹液に群がるカブトムシ 

 
アカボシゴマダラ
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アカボシゴマダラの幼虫 

 
オオホシカメムシ 

 
トゲアリ

表	
 この日観察した昆虫など 
チョウ・ガ アオスジアゲハ、アカボシゴマダラ、クロアゲハ、モンシロチョウ、ヤマトシジミ、 
 ツマグロヒョウモン、マイマイガ幼虫、ホウジャク幼虫、キシタバ 
コウチュウ キマワリ、ゴマフカミキリ sp、オオヒラタシデムシ、マメコガネ、ヒメコガネ、カブトムシ、

カナブン、ウスバカミキリ 
トンボ ウスバキトンボ 
セミ・カメムシ ニイニイゼミ、ヒグラシ、ミンミンゼミ、アブラゼミ、ツクツクボウシ、ホソハリカメムシ、

オオホシカメムシ、セアカツノカメムシ、アオバハゴロモ、ベッコウハゴロモ、 
 スケバハゴロモ 
バッタ・コオロギ ショウリョウバッタ、クルマバッタモドキ、ササキリ、オンブバッタ、ヒシバッタ、 
 アオマツムシ、エンマコオロギ、ツヅレサセコオロギ、マダラカマドウマ、クビキリギス、 
 ナナフシ、オオカマキリ 
ハチ・アリ コガタスズメバチ、トゲアリ 
ハエ・カ ムシヒキアブの仲間 
クモの仲間 ジョロウグモ、シロカネグモ、アズチグモ、 
その他 カナヘビ、ヤマナメクジ 

 

「（仮称）川越市森林公園」計画地	
 トピックス（2010.7.13撮影） 賀登環

今年はヤマユリが 6株咲きました 
 

 
森林に住むアカネズミ。胴体は 5cmほどで小さくて 

チョコレート色、滅多に姿を見せない

◆かわごえ環境ネット会員ブログ	
 メンバー大募集！ 

	
 かわごえ環境ネットでは、本誌よりも素早く情報が掲載できる 

会員のためのブログを設置しています。会員であればいつでも 

記事を掲載できます。ユーザー登録をホームページでお願いします。 

個人会員は、年会費 1,000円で毎月かわごえの環境に関する有用な 

情報をお届けしています。詳しくは、かわごえ環境ネットホーム 

ページ http://kawagoekankyo.netをご覧ください。 
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池辺公園の保全活動報告 自然環境部会

	
 8月 6日（金）、今日も朝から猛暑が予想され

るような暑さの中を、7 名の方が参加してくだ

さり、9 時よりキツネノカミソリの花の分布調

査から保全活動を開始しました。調査結果は、8

株でした。昨年同時期の 235株と比べて、異常

と言わざるを得ません。毎日続く猛暑の影響も

あると考えて、8月 19日に再度調査したところ、

212株の花が確認されました。 

	
 次に、ハグロソウの保全活動として、周辺の

除草作業に入りましたが、この作業によってハ

グロソウが強い日照の影響を受けてしまう事が

予想されましたので、作業を中断し、9 月以降

に再度行うことにしました。 

（大辻晃夫）

 
キツネノカミソリの分布調査中 

 
ハグロソウの保全作業中 

 
昨年移植したキツネノカミソリ 

 
一昨年移植したキツネノカミソリ 

 
ハグロソウ 

 
アカスジキンカメムシ 

会員の活動報告

「水と緑と伝統のまち川越 12回探訪・ついでにクリーン」第 5回目報告 
 クリーン&ハートフル川越

	
 8月 21日（土）、連日の猛暑日が続くなか、9

時に東上線の新河岸駅前に集合。柵につけてあ

る駅付近の案内図が逆さまになっているのを指

摘、駅員がすぐに付け直しました。おかしいの

に気がついた人も多かったのでしょうが、「無関

心」「知らんふり」の表れかと残念でした。区画

整理が進まぬ駅前や踏切の混雑した状況に、人

身事故が起きないことを願うのみでした。 

	
 河岸街道と言われる高階小学校前の道を通り

東京街道を横断、旧川越街道を左折し、高階中

学校横を通りました。少し登りの坂道になって

いましたが、道路わきに「馬頭観音」の祠があ

りました。荷物いっぱいの車をあえぎながら引

く馬の苦労が偲ばれました。 

	
 川越南文化会館へ行く道から川越初雁高校正

門への道に曲がりましたら「下新河岸」の地名

になっています。新河岸川の旭橋の近くが「下

新河岸」ですから、この地区は飛び地となりま

す。舟運の盛んなころの名残でしょうが、調べ

てみようと思いました。 

	
 初雁高校の正門横に「快適な環境づくりモデ

ル校」と書かれた大きな看板がありましたが、

少しくすんでいて迫力がありませんでした。ペ

ンキで塗りなおして、生徒の斬新なメッセージ

でも書かれたらよいのにと思いました。 

	
 （仮称）川越市森林公園予定地の中を通って
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川越南文化会館に寄り、拾ったポイ捨てごみを

預けました。 

	
 一休みして森林公園内の遊歩道を西に、墓苑

横を通って関越道にぶつかりました。この下松

原の地点は、以前は不法投棄で有名なところで

した。10年前の北公民館の環境講座の一環とし

て、ごみの山に驚き撤去に汗を流したことが思

い出されました。今は監視カメラも設置され、

防護柵などもあって粗大ごみはありませんでし

たが、びん・かんなどのごみが側溝に埋まり、

用意した袋では足りず、収集をあきらめました。

関越道をくぐるトンネルの中も、もう少しきれ

いになってほしいものと痛感しました。 

	
 福原公民館へ向かう一帯は、緑いっぱいの畑

作地帯の面影はありませんでした。市街化調整

区域のミニ開発が問題になっていますが、赤茶

けた土がむき出しで、耕作されていない畑が続

く実情を目の当たりにしました。 

	
 福原公民館を出てエースコック横の不老川を

見ました。底の砂利もよく見える透明な流れに

魚も泳いでいる川になっていました。横の桜並

木も健在で、来年の花見が楽しめそうです。次

の明見院のしだれ桜も樹勢よく葉を茂らせてい

ました。裏の菅原神社の鎮守の森の一部が、駐

車場拡張のために切られたのが残念でした。 

	
 中台ゴルフ場横から、川越少年刑務所まで行

きました。44年前まで川越駅西口にあった施設

です。正門の前はきれいでしたが、その前後の

道路沿いの歩道は草が刈られているだけで、吸

い殻や空き缶などがありました。これを拾い、

「川越」の名がついた施設の名誉を回復？しま

した。外から見える職員宿舎の回りも、手入れ

が行き届いていないと見えました。予算は無く

ても工夫があるのではないかと思われました。 

	
 刑務所横からは狭山市。最近は暴れ川の久保

川ですが静かに流れていました。まっすぐの流

路と両側の台地の窪みに位置していることから、

ちょっとした雨でも流量が増えそうです。下流

の氾濫も当然と予想されました。狭山工業団地

への道路沿いに小さな馬頭観音がありました。

大東南公民館に 2時半到着、拾ったごみを分別

して預かってもらいました。豊かな緑陰を期待

しましたが、太陽をいっぱいに浴びて汗びっし

ょりとなった探訪でした。   （武田侃蔵）

 
旧川越街道横の馬頭観音 

 
下新河岸で放置二輪車が 

 
初雁高校は環境モデル校 

 
関越道をくぐるトンネルの中はごみ 

 
川越少年刑務所横の歩道 

 
一気に水が出るか久保川 

百万灯夏まつりクリーン活動 クリーン&ハートフル川越

	
 猛暑続く 7月 31日（土）と 8月 1日（日）に、

川越百万灯夏まつりが開かれました。本川越駅

前の本部から一番街までを会場に「打ち水」か

らパレードと、多彩なパフォーマンスが繰り広

げられ多くの人が集まりました。主催の商工会

議所内の実行委員会では、川越市シルバー人材
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センターに委託して、蓮馨寺など 5箇所にごみ

集積所を設け、16 時から 20 人がごみ拾いをし

ました。 

	
 クリーン＆ハートフル川越では、15時から始

まるパレードに先がけ、14時から中心市街地の

ポイ捨てごみを拾い、さわやかな舞台づくりの

お手伝いをしました。本会の記事を見て市内の

大学院生が初参加しました。  （武田侃蔵）

流域・近隣市の環境活動・環境行政

新河岸川広域景観づくり連絡会で「サイクリングイベント」の運営委員会開催

	
 埼玉県田園都市づくり課が事務局となって進

めている「新河岸川広域景観づくり」事業は、

平成 21 年度で詳細なサイクリングマップを作

成し、平成 22年度は 11月 16日（火〉に「第 1

回新河岸川の歴史と景観を巡るサイクルイベン

ト」が計画されています。その具体的な内容を

検討する運営委員会が 8月 11日、朝霞県土整備

事務所の会議室で開かれ、かわごえ環境ネット

から渡辺利衛さんが参加しました。 

	
 川越市からは、仙波河岸史跡公園を出発、ふ

じみ野市までの約 12キロ案が出されました。今

後検討して、9 月末に一般募集の予定が示され

ました。（武田侃蔵）

南小畔川の「水辺再生 100プラン」完成
	
 埼玉県で進めている「水辺再生 100プラン」

の南小畔川の河南橋付近の親水公園化の工事が

終了し、9 月中に地元での完成披露が行われる

予定で調整が進められています。今後、芝生の

整備やごみ拾いなどに、地元以外の幅広い市民

の参加が期待されております。 （武田侃蔵）  

近隣市の環境行政	
 坂戸市

	
 指定ごみ袋制度の採用で、ごみ減量の成果を

上げている坂戸市では、5年目の平成 21年度の

実績でも、着実な減量を続け、現在のところリ

バウンドは見られません。総排出量の推移では、

制度導入前の平成 15年と平成 21年度では 7,21

7 トンも減り、平成 20 年と 21 年の直近の 1 年

でも 1,127トン減っています。1人あたりでは 7

93グラムと 800グラムを切りました。今後とも、

「ごみに関する懇談会」等を通じて市民への啓

発を進めていきます。 

	
 坂戸市の目指すべき環境像は「みんなで作る

水と緑の住みよい環境のまち	
 さかど」となっ

ています。今年度から、環境学館いずみで「さ

かど台地	
 水の恵み塾」が 5月に開講し、来年

3月まで 10回にわたって高麗川、浅羽ビオトー

プ、鶴舞川などで、河畔林から魚や昆虫まで、

幅広い自然の姿を学ぶことになっています。講

師も市の職員から高校の先生、高麗川ふるさと

の会の会員など、現場をよく知る人たちを集め

ました。2 月には越辺川の白鳥と周辺環境の観

察が盛り込まれています。 

	
 平成 23年度は、5月～9月の前半が「消えゆ

く緑の回廊、田園風景」10月～3月の後半は「湧

き水とせせらぎ」が予定されています。 

（武田侃蔵） 

＜訃報＞さやま環境市民ネットワーク理事で事

務局長の伊藤勝彦さんが、8月 28日 22時 37分

くも膜下出血で逝去。享年 63歳。
  

◆会員のみなさまからの記事投稿を随時募集しています 

	
 毎月第 2 金曜日が原稿の締切で、次月の本誌に掲載します。文章・写真ともに電子データで

いただけると助かります。送り先及び問い合わせは、かわごえ環境ネット事務局まで。 
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和光の緑に集う V‐地域の活動と世界の環境‐ 
 NPO法人	
 和光・緑と湧き水の会	
 高橋勝緒・高橋絹世

	
 我々の活動は、和光市内の限られた身近な自

然の保護と活用です。それが現代の地球規模の

環境問題とどのように関わり合うか、「井（湧水）

の中の蛙も大海を知りたい」と思う次第です。 

昨今、国連規模の活動として、COP10 や COP1

5が話題となっています。前者は、2010年の 10

月に愛知県で開かれる生物多様性条約第 10 回

締約国会議であり、後者は、昨年コペンハーゲ

ンで開催された第 15 回気候変動枠組条約締約

国会議です。 

	
 生物多様性の重要性は、我々人類も 1つの生

物種であり、地球上で我々が生存していく上で、

他の種の生存も重要であり、多様な種は共存し、

食物連鎖を保ちつつ全生物の生息環境維持に寄

与しているとの考え方です。また、例えば卑近

な稲作の場合では、コシヒカリなどの特定種の

みに偏れば、その種の病虫害の被害は異常な不

作を招く恐れがあります。身の回りの雑草の中

にも、稲や麦などの原種に近い植物が存在する

ことによって、異常環境に強い性質や品種改良

に役立つ遺伝子が保存されていることは、貴重

な財産です。ある地域への外来種の侵入は、地

域で保たれてきた生態系の破壊要因であり、異

常に繁茂するセイタカアワダチソウが在来の多

様な動植物相にダメージを与える様子は、身近

な自然観察でも体感できます。 

	
 市内の緑地でも、多様な植物が共存する環境

を観察し、それを維持する手入れの方法を模索

しています。和光樹林公園の一角に作ったドン

グリの森では、植林したコナラやクヌギの幼樹

を多くの野草（雑草）と共存させながら育てま

した。機械的な草刈りが行われる周囲の森に比

べ、昆虫も多い豊かな植生の森が実現していま

す。今年の 6月には、COP10開催記念行事に認

定された「昆虫探し森遊び」の観察会をこの森

で開き、子供たちに「生物多様性」を体感して

もらうことができました。 

 
COP10開催記念行事に認定された 
「昆虫探し森遊び」の観察会 

	
 COP15 の後を受けて 4 月にソウルで UNEP

（国連環境機構）により開催された B4E（環境

のためのビジネス国際会議）に出席する機会が

ありました。B4E と同時に開催された、UNEP

による国連環境大賞の科学的寄与の賞（大気と

海洋の二酸化炭素の循環に関する研究）を、実

兄の高橋太郎博士（米国コロンビア大学）が受

賞し、授賞式典参加を兼ねて出席しました。B4

E の主要議題は、二酸化炭素排出量の削減によ

る地球温暖化の防止であり、そのための新しい

産業の育成、種々の産業における省エネルギー

化であり、「グリーンエコノミー」や「低炭素社

会の実現」、「再生可能なエネルギー」、「生物多

様性」、「開発と環境保全」などがキーワードと

なっていました。 

	
 これらのキーワードを聞くと、全くスケール

は異なりますが、我々の会が、日頃取り組んで

いる地域での環境活動と共通するものです。身

近な自然を大切にし、それと親しむことは、「大

量生産・大量消費による物質文明」とは異質な

生活の充実の要素を取り入れることであると考

えます。子供たちが身近な自然で遊ぶ環境を整

え、その楽しみ方を体験してほしいと思います。

自然と触れ合い、何気ない疑問を持ち、考える

ことを大切にしたいものです。これはクイズや

試験での○×思考ではなく、柔軟で新しい持続

可能な社会の創生を担う世代の創生につながる

ものと考えています。（完） 
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川越市からの報告・おしらせ 
星空観察の集いを実施 環境政策課 
	
 8月 6日（金）18時 30分から児童センターこ

どもの城において、「第 35回川越市星空観察の

集い」を開催し、39名の方に参加いただきまし

た。当日は、市内小中学校教諭による星座の見

つけ方や星座早見盤の使い方などについての講

義後、プラネタリウムの上映と星空観察（夏の

大三角などを観察）を行いました。 

 
プラネタリウム室での講義の様子 

平成 22年度秋季苗木配布事業 環境政策課 
	
 10月 2日（土）午前 10時 30分から、つばさ

館において秋季苗木無料配布事業を実施いたし

ます。 

	
 この事業は、市民の緑化意識の向上と緑化の

推進を図ることを目的として 1983（昭和 58）年

より継続して行っており、これまでに配布した

苗木は 6万 9千本以上となっています。 

	
 当日は、ヤマブキ・ウバメガシ・ブルーベリ

ーなど 500本の苗木を無料で配布する予定でお

ります。先着 500名に配布し、苗木がなくなり

次第終了となります。 

 

専門委員会からの報告

社会環境部会

	
 8月 11日（水）の部会には、暑さの中、出席

者 5名で行いました。 

	
 「2010 アースデイ・イン川越 立門前」（10

月 24日）および「第 10回北公民館かんきょう

祭り」（11月 13日）の行事に対して後援するこ

と、また、月刊かわごえ環境ネットの印刷費を

インク代として北公民館に支払う、など原嶋代

表から理事会審議の報告がありました。続いて、

各グループの活動状況の報告がありました。 

1）地球温暖化対策グループ 

・エコドライブ講習会実施計画を環境政策課と

協議し、会場設営、受付など 7名の担当者を選

出することにしました。 

・環境家計簿のフォーマットについて斎藤さん

より提案があり次回方針を出すことにしました。 

2）環境保全・資源化推進グループ 

・資源循環推進課との意見交換会日程の確定 

目的：行政との協働をめざしての情報交換およ

び協議、日程：毎月第 2火曜日 9:30～11:30（ 

9月 14日・10月 12日・11月 9日・12月 14日） 

場所：川越市資源化センター・つばさ館会議室 

・小学生とのかかわり 

	
 全国一斉生きもの調査を8月10日御伊勢塚公

園近辺の小畔川において行い、子どもたち 5名

が参加しました。次回は 8月 20日（金）入間川・

安比奈運動公園近辺で行います。 

2）まち美化活動グループ 

・百万灯夏まつりクリーン活動に 12名の参加者

がありました。 

・新河岸川の清掃活動（城下橋付近）9月 26日

（日）、（不老川～旭橋）11 月 23 日（祝）に決
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定しました。 

（社会環境部会代表	
 原嶋昇治） 

 

 

自然環境部会

	
 7 月 13 日（火）は、（仮称）川越市森林公園

計画地において、植物調査を行いました。 

	
 8月 1日（日）は、（仮称）川越市森林公園計

画地において、虫の観察会を開催いたしました。

詳しくは、記事をご覧ください。 

	
 8 月 6 日（金）は、池辺公園において、キツ

ネノカミソリの花の分布調査を行いました。詳

しくは、記事をご覧ください。 

（自然環境部会代表	
 大辻晃夫） 

 

10周年記念事業実行委員会
1) 10周年記念事業実行委員会 

	
 8月 24日 14:30~16:00に 7名（事務局含む）

の出席者で 10 周年記念事業実行委員会を開催

しました。会計について、補助金の申請状況を

確認し、結果が判明したあと、寄附金と協賛金

の検討を実行委員会で行うことを確認しました。 

	
 会場について、東洋大学川越キャンパスの食

堂が対応可能であることから、前日も含め、大

学へ会場の予約を正式にすることにしました。

ワールド・カフェのテーマ、講師、飲食につい

ては次回に具体的に検討することにしました。

プロジェクタやパネルなどの備品等の調達につ

いて、各方面に確認することにしました。 

	
 次回は 9月 28日 10:30~12:00に開催します。 

（小瀬博之） 

2)記念出版編集会議 

	
 8月 19日に会議を行いました。担当のページ

に掲載する文章や写真などの検討を行うととも

に初心者にわかりやすい構成を考えました。日

野自動車の助成金申請を提出し、9 月中旬の結

果待ちです。サイサンの助成は冊子の完成が来

年の 5月なので、今回の応募はできませんでし

た。 

	
 作成スケジュールは11月中に第1稿を印刷所

に依頼。来年 1月初校完成、2,3月に調整。仕上

げ原稿、4月 15日校了で進みます。今後会議が

増えます。 

	
 9月 2・30日、10月 7・21日（すべて木曜日）

10 時から。場所は生活クラブ･くらぶルーム川

越です。          （横山三枝子） 

 

おしらせ

第 3回ワールド・カフェ・サロンを 9月 9日に開催
	
 10 周年記念事業として 2 月 19 日に開催する

かわごえワールド・カフェの練習を兼ねて、12

月まで 6回にわたる「小江戸のエコを語り合う

ワールド・カフェ・サロン」を実施しています。

喫茶を楽しみながら、テーマに沿って環境問題

を楽な気持ちで語り合い、意識の共有を図りま

す。初めての方、大歓迎です。みなさまのご参

加をお待ちしております。 

日時：9月 9日（木）10:00-12:30（受付 9:40-） 

テーマ：川越の魅力ある街づくり 

    ～ハード（街並みや建築）編～ 

会場：生活クラブ生協くらぶルーム 

参加人数：20名、参加費：300円（菓子代） 

申込：かわごえ環境ネット事務局 

（E-mail: cafe@kawagoekankyo.net（申込専用），

Fax.049-225-9800）へ住所・氏名・連絡先（メー

ルアドレス/Fax）を明記の上、9月 6日（開催 3

日前）までにお申込みください。 
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「2010アースデイ・イン・川越	
 立門前」10月 24日（日）に開催
	
 12回目を迎える「アースデイ・イン・川越」

は、昨年同様、立門前通りを中心に、蓮馨寺、

旧川越織物市場、熊野神社、旧鶴川座を拠点に、

環境問題から国際交流の進展を、地球規模で考

える幅広い団体の参加で開かれます。 

	
 今年は、今までは当日だけの実験に終わって

いた「地域通貨アース」の流通を拡大し、福祉

や環境の諸団体に呼びかけ、川越まつりを中心

に半月間使え、参加商店も大幅に広げることに

なっています。担当の芝浦工業大学中口研究室

の学生も、規模が大きくなるのに合わせ、準備

を進めています。 

	
 埼玉県でも、地域通過を考える協議会を発足

させました。かわごえ環境ネットでも研究した

ことがありましたが中断していました。今回の

実験はコミュニティの潤滑油としての地域通貨

のあり方を考える一歩となるでしょう。 

（武田侃蔵） 

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）

◆10周年記念出版編集会議（第 11回） 

日時：9月 2日（木）10:00-12:00 

場所：生活クラブ生協くらぶルーム 

（川越市東田町 5-12） 

問い合わせ：横山（049-247-2555） 

	
 以降、9月 30日・10月 7日・10月 21日開催 

★「川越の自然めぐり」シリーズ「喜多院、中院、

富士見櫓周辺」 

日時：9月 8日（水）9:00-14:00 

場所：喜多院正門前（川越市小仙波町 1-20-1） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

	
 社寺林の植生を観察（6月 23日の実施が雨で

したので延期になりました）。川越市域の動植物

を大まかに観察し、その場所の地形・地質など

との関連をさぐります。併せて在来種の残る良

好な自然を探します。毎月 1，2回のペースで順

次計画。10月は地質の専門家の案内で川越台地

を探ります。日程調整中につき追ってお知らせ

します。 

●社会環境部会（2010年 9月度） 

日時：9月 8日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

	
 毎月第 2水曜日に開催で次回は 10月 13日 

★小江戸のエコを語り合うワールド・カフェ・サ

ロン（第 3回） 

日時：9月 9日（木）10:00-12:30 

場所：生活クラブ生協 くらぶルーム川越 

（川越市東田町 5-12） 

テーマは「川越の魅力ある街づくり～ハード（街

並みや建築）編～」、申込は開催 3日前までに本

会事務局へ（詳細は「おしらせ」にて）。次回は

10月 14日（木）。 

●自然環境部会（2010年 9月度） 

日時：9月 10日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

	
 毎月第 2金曜日に開催で次回は 10月 8日 

◆広報委員会（2010年 9月度） 

日時：9月 14日（火）9:00-10:00 

場所：川越市資源化センター「つばさ館」入口

集合（川越市鯨井 782-3） 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査 

日時：9月 14日（火）9:30-12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

事前連絡はいりません。10月は開催日を調整中。 

◆理事会（2010年度第 6回） 

日時：9月 28日（火）9:00-10:30 

場所：川越市役所 7階 7C会議室 

◆10周年記念事業実行委員会（第 5回） 

日時：9月 28日（火）10:30-12:00 

場所：川越市役所本庁舎 7C会議室 

◆10周年記念出版編集会議（第 12回） 

日時：9月 30日（木）10:00-12:00 
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場所：生活クラブ生協くらぶルーム 

◆10周年記念出版編集会議（第 13回） 

日時：10月 7日（木）10:00-12:00 

場所：生活クラブ生協くらぶルーム 

★［後援］2010アースデイ・イン・川越 立門前 

日時：10月 24日（日）10:00-15:00 

場所：蓮馨寺、旧川越織物市場、熊野神社、旧

鶴川座周辺 

主催：2010アースデイ・イン・川越 立門前 実

行委員会 

★［後援］第 10回北公民館かんきょう祭り 

日時：11月 13日（土）9:00-16:00 

場所：川越市北公民館（川越市氷川町 107） 

主催：北公民館かんきょう祭り実行委員会 

会員・関係団体の主催行事

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆9月 11日（土）9:30からの作業 

ブロッコリー、キャベツの収穫 

◆10月 9日（土）9:30からの作業 

大根畑の片付け・ビニールはがし 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保険

代）とします。 
年間予定表（活動日は第 2土曜日） 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆9月 7日（火）・16日（木） 

◆10月 5日（火）・21日（木） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所

まで。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆9月 12日（日）・10月 10日（日） 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆9月 25日（土）・10月 23日（土） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

4. 水と緑と伝統のまち川越 12回探訪・ついでに

クリーン（第 6回） 

◆9月 18日（土）9:00-15:00 

	
 9 時東武東上線霞ヶ関駅橋上の改札前集合。

御嶽神社、牛塚古墳、東京国際大学第 2キャン

パス、的場の渡し跡、入間川左岸サイクリング

ロード、安比奈親水公園、南小畔川沿い、河南

橋の水辺再生工事完成地体験。15時笠幡駅解散

予定。保険加入のために 9月 15日までに氏名・

住所・連絡電話等を武田までご連絡ください。 

●特定非営利活動法人 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.049-224-9118） 

☞森林公園かんさつ会 

	
 公園南口休憩所前 10:20ごろ集合、終了は 15:

00ごろ。参加費 200円（10月 24日の参加費は

無料）、入園料 400円。 

昼食、観察用具、雨具持参、雨天決行 

◆9月 6日（月）・9月 12日（日）当会主催 

	
 ナンバンギセルの花や昆虫の観察をします。

植物の解説は太田先生です。 

◆10月 22日（金）当会主催 

◆10月 24日（日）公園主催、当会協力 

	
 10月の見所は、センブリやセンボンヤリの花、

そして昆虫を観察します。植物の解説は、9 月

と同じ太田先生です。 

月 日 活動内容 
9 11 ブロッコリー、キャベツの収穫 

10 9 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 13 里芋の収穫・芋煮会 
12 11 大根の収穫・ビニールはがし 
1 8 雑木林の手入れ・落ち葉掃き・豚汁 
2 12 雑木林手入れ 

3 12 
雑木林手入れ	
 焼き芋・スープ・あそぼう

パン 
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●川越市（環境政策課） 

問い合わせ：環境政策課（Tel.049-224-5866） 

☞協働委託事業「かわごえエコツアー」 

◆9月 22日（水）9:00-16:00（雨天決行） 

集合：9:00川越駅西口暫定自由広場	
  

費用：100円 

定員：25人（先着） 

申込：9月 1日（水）午前 9時から環境政策課 

	
 川越グリーンマップを利用して、市内の環境

スポットをバスで見学する「かわごえエコツア

ー」を昨年度に引き続き実施します。今年度は、

市の協働委託事業として、かわごえ環境ネット

会員である「生活クラブ生協川越支部」に事業

を委託して実施します。ぜひご参加ください。 

●(財)埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957） 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口近く

の蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆9月 12日（日） 

	
 まだまだ暑い毎日ですが、鳥の世界では秋で

す。シギやチドリ、サギが渡っていきます。伊

佐沼は、その鳥たちが旅の途中で休んだり、餌

を捕ったりする中継地の役目をしています。こ

の時期だけの鳥に出会えるかもしれません。 

◆10月 10日（日） 

	
 サギ達が沼で魚を捕っています。アオサギや

ダイサギなどの大きなサギは深い所で、コサギ、

アマサギは浅い所で餌を探します。シギも先月

に続いて、渡りの途中に休憩していきます。沼

の様子が去年と変わっているので、鳥の行動に

変化が見られるでしょうか？

広報委員会から
●会員ブログの記事一覧（8/1~8/27） 

2010.08.07: ルリタテハは雑木林の蝶 
2010.08.13: 雑木林‐秋の花 
2010.08.16: 放チョウで雑木林の再生を願って 

●ホームページ管理者から 

	
 新たに 3件の投稿を個人会員の過様から投稿

いただきました。私もルリタテハを東洋大学の

大越記念庭園で数羽見かけました。表側（内側）

に瑠璃（るり）色の美しい帯模様がついていま

す。裏側（外側）はとても地味で、動きも早く

シャッターチャンスが難しいです。近くにユリ

科のコバギボウシが咲いており、記事を読んで

生息環境に適しているのだなと納得しました。

	
 私も旬な情報をお伝えしなければ、と思って

いるのですが…旬となるとなかなか難しいもの

ですね。 

	
 みなさんもぜひ旬な情報をお伝えください。

ユーザー登録の方法等は、かわごえ環境ネット

会員ブログ（http://kawagoekankyo.net/member/）

をご覧ください。       （小瀬博之） 

●編集後記 

◆環境活動に市民参加が期待されていますが、

企業が積極的に参加して

もらえれば、その影響は

一層高まります。今、日

曜日の午前中、クレアモ

ール商店街をパチンコの

クラウンの店員が交代で清掃しています。セキ

スイハウスの社員もごみ拾いを応援してくれま

す。このような企業に、市長の感謝状を与えて、

励みにしてくれればと思いました。 

◆川越駅東口のアトレの周りの駐輪場が、機械

式に変わりました。最初の 3時間は無料ですか

ら、周辺の違法駐輪は減

ると思いましたが、写真

のように逆に増えていま

す。市民啓発の難しさを

痛感します。お互い智恵

をしぼらねばなりません。(KT) 
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イベントカレンダー（9月 1日~10月 30日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください。 

9/1 
 

2 
◆10:00 10周
年記念出版編

集会議 

3 
 

4 
 

9/5 
 

6 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

7 
◎13:30まち
美化啓発運動 

8 
★9:00川越の
自然めぐり 
●15:00社会
環境部会 

9 
★10:00ワー
ルド・カフ

ェ・サロン 

10 
●15:00自然
環境部会 
○本誌 10月号
原稿投稿締切 

11 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 

9/12 
◎9:30まち美化
啓発運動 
◎10:00伊佐沼探
鳥会 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

13 
 

14 
◆9:00広報委
員会 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地植物調査 

15 
 

16 
◎13:30まち
美化啓発運動 

17 
 

18 
◎9:00水と緑と
伝統のまち川越

12回探訪・つい
でにクリーン 

9/19 
 

20 
敬老の日 

21 
 

22 
◎9:00かわご
えエコツアー 

23 
秋分の日 

24 25 
◎13:30まち
美化啓発運動 

9/26 
◎新河岸川城

下橋付近清掃 

27 
 

28 
◆9:00理事会 
◆10:30 10周
年記念事業実

行委員会 

29 
 

30 
◆10:00 10周
年記念出版編

集会議 

10/1 
 

2 
◎10:30苗木
配布事業 

10/3 
 

4 
 

5 
◎13:30まち
美化啓発運動 

6 7 
◆10:00 10周
年記念出版編

集会議 

8 
●15:00自然
環境部会 
 

9 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 

10/10 
◎9:30まち美化
啓発運動 
◎10:00伊佐沼探
鳥会 

11 
体育の日 

12 
 

13 
●15:00社会
環境部会 

14 
★10:00ワー
ルド・カフ

ェ・サロン 

15 
○本誌 11月号
原稿投稿締切 

16 
◎9:00水と緑と
伝統のまち川越

12回探訪・つい
でにクリーン 

10/17 
 

18 
 

19 20 
 

21 
◆10:00 10周
年記念出版編

集会議 
◎13:30まち
美化啓発運動 

22 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

23 
◎13:30まち
美化啓発運動 

10/24 
★10:00 2010
アースデイ・イ

ン・川越 立門前 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

25 
 

26 27 
 

28 29 30 
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